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右
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仙
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。
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・
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禁
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す
ま
藁
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モ
’

メ
．

の
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n
オ
や
新

聞
の
三
ー
ス
む
じ
注
主
”

し
よ
う
。

2
這
中
野
か
゜
－
ソ
ク
・
く
す
三
霞
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
と
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。
ず
早
緊
か
ら
好
さ
嫌
い
な
し
に
食
嘔

な

ど
を
墨
．
て
お
き
亨
±
っ
．
宴
・
れ
ば
よ
s
の
で
す
が
・
繧
夏

3
、
災
占
の
あ
と
は
と
か
く
伝
辮
か
一

翠
し
ξ
い
か
ら
三
分
卑
七
活
羅
、
緋
孝
、
ジ
イ
ド
食
繋

　
四
H
か
・
s
　
1
o
日
士
で
一
鯛
間
、
南
人
￥
に
ポ
る
画
慨
を
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り
み
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な
で
S
と
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が
あ
り
ま
寸
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家
庭
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職
場
で
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し
f
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よ
う
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の
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4
凋
間
が
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。
　
　
　
　
ぱ
し
て
幽
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に
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。
て
ま
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。
　
時
間
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守
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と
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行
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よ
う

　
今
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代
公
民
館
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、
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の
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図
欝
を
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入
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し
た
．
木
材
防
虫
防
除
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業
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虫
防
除
中
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尚
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▽
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圏
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よ
り
図
欝
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白
冊
が
樹
洞
諦
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、
二
冨
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、
現
代
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の
日

配
パ
に
な

り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
廿
致
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ま
す
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県
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の
貸
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五
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史
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仇
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史
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仲
の
論
川
、
飼
料
随
覧
、
世
と
人
間
、
内
村
鎌
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陪
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熊
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．
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収
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今
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叩
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蜘
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；
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％
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＼
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∨
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．
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東
の
石
汕
、
私
た
ち

大
仏
次
郎
作
品
集
第
2
巻
、
現
代
H
本
の
原
子
力
、
覇
し
い
村
っ
く
り
の
社
会

小
湘
大
侭
4
5
、
交
ジ
の
舗
み
方
、
君
の
茜
ぴ
纏
幅
相
談
、
最
新
ビ
ニ
ー
ル
腰
藥

僕
の
H
本
覧
誠
麗
劉
猴
濤
、
干
ノ
テ
ク
，
ス
ト
伯
⊥
、
入
贋
の
世
界
、
絵
画
w
w
、
娘
と
私
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
、
お
役
人
、
陥
物
論
と
革
危
、
め
ぐ
ト
パ
“
旺
は
罪
の
か
な
た
に
、
夜
の
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
来
る
時
は
再
び
、
和
井
内
貞
行
、
ク
し
六
、
心
の
花
媒
、
貫
な
き
天
使
、
尾

に
つ
ぼ
ん
・
H
藁
璽
の
拶
力
オ
。
駕
、
サ
ラ
ン
ガ
の
ぼ
う
け
ん
、
撃
馨
、
奔
け
の
放
、
各
際
軍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
地
恨傘
5
、
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I
ヒ
／
ソ
ノ
漂
流
汕
、
ガ
リ
レ
オ
、
荒
光
り
ほ
の
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
絹
、
室
に
浮
か
ぶ
騎
士
、
北
の
子
南
の
学
の
品
識
、
従
妹
ベ
ツ
ト
、
ハ
ー
ト
の

て
読
書
、
ー翻
ワ
る

い

家
庭

女
王

河
童
も
の
が
た
り
、
新
し
い
閲

段
、
朋
宍
頼
蛋
、
ご
つ
の
世
霜
、
イ

エ
プ

広
、
光
を
掲
げ
た
人
々
、
イ
ワ
ン

の
ば
か
、
鉄
仮
血
　
南
極
の
探
検
、
ち

び
の
ム
ツ
ク
の
時
閲
で
す
、
篠
法
と
肴

た
ち
、
泡
の
見
え
る
町
、
新
平
家
物
語

Ψ

和
へ
の
念
願
、
子
供
を
見
る
目
、
外
1
5
、
日
十
小
涼
代
方
作
全
集
1
3
、
魚
玄

鋪
省
’
子
レ
も
の
し
つ
と
心
新
民
法
機
、
ノ
n
モ
ン
王
の
宝
窟
地
、
ご
イ
八

読
本
、
ふ
だ
ん
1
1
の
婦
人
閥
規
出
搾
げ
綜
、
戯
形
平
次
摘
物
金
隼
第
七
巻
、

虚
察
の
パ
ラ
、
幽
族
、
町
ど
け
を
越
え

て
、
各
W
を
い
か
に
疏
む
か
、
昂
小
僧

う
e
c
祭
、
緋
地
あ
り
や
、
青
霧
瀞
実
、

ノ
ヴ
ア
＿
リ
ス
、
周
女
の
恋
、
第
三
の

男
、
耽
ち
た
偶
像
、
ガ
ラ
ス
の
城
、
ピ

ー
ー
ル
と
シ
ヤ
ン
、
木
腺
H
の
男
、
胸

田
、
目
駒
軍
了
ン
ジ
ン
の
分
解
修
問
、

ー
弓
な
話
し
力
、
ラ
ジ
オ
の
キ
ヰ
方
、

売
り
警
葉
に
買
い
旨
繋
、
こ
E
か
ら
の

農
象
蓉
鶏
、
作
法
、
食
物
の
科
学
、
教

育
輪
、
百
四
＋
静
へ
の
招
待
、
ひ
と
り

ひ
～
り
な
年
か
弓
、
中
国
昂
命
の
自
八

人
、
世
界
の
見
方
、
偉
入
な
る
挑
戦
、

叩
帝
研
i
s
法
、
如
伺
F
生
く
べ
き
か
’

鰭
r
牟
6
、
熊
ち
り
、
H
窃
ノ
、
τ
い
某
、
生
壱
い
る
兄
、
壬
、
－

苧
、
緋
し
い
弘
黎
％
、
山
編
、
e
ル
と
票
ざ
師
、
瓢
む
か
し
罫
し

．
じ
や
o
く
と
島
㌣
、
墾
の
お
上
　
☆
　
☆

脚翻
顧
繍
ピ
福
螺
脳
二
　
　
・
　
☆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
±

三嵩
留
、
眼
が
ほ
し
い
、
白
顕

了
斐
り
、
焚
の
少
年
爬
、
m
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＿

林

業
に

つ

林
拳
改
艮

醤

い

て下

郁

男

v
　
．
；
．
T
l
－
　
t
昂
’
冴
－
　
　
ハ
　
　
t
l
4
t

と
良
い
㊤
鳳
の
木
炭
が
得
ら
れ
る
わ
け

で
T
”
。
木
炭
e
c
は
現
在
不
況
で
す
・
し
か
し
ー
k
に
あ
ま
墨
く
願
じ
な
い
・
芽
に
藁
く
薦
緩
を
す
る
の
も
見
受
些

語
は
薮
果
炭
て
云
篇
炭
は

詳
細
忙
検
討
す
る
な
ら
ば
締
溜
し
て
い
l
し
て

期
な

熔

川
4i’‘

も
1，ノ｝

か
xl起

ん
で
下
さ

林
佐」

竹
林
ら

と
天
dL
し

て
レ、

た
だ

第力
至翼
゜聖
　法

　嘉

　す

　め
　す
　る
　次
炭
に
作
れ
ば

あ
る
い
は
こ
ん
な
に
ヨ、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
割
合
に
売
れ
て
い
ま
ナ
。
つ
ま
り
本
村
す
る
場
A
口
が
あ
る
の
で
在
意
し
た
い
。

　

、
川
植
瀞
備
L
尺
耶
刀
こ
し
＼
住
じ
来
る
段
階
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
古
4
7
を
伐
つ
て
し
ま
い
ま
す
と
芭
は
極

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

ジ
か
げ
ん
な
ゆ
ば
ば
に
ょ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　で
は
も

憲
蹴購
撒
臨
瓢
⌒
議
竃
竃
懲
⌒
繍
難
講
諜
灘
捌
鷺
灘
ー
ー
ー
般
ー
ー
ー

な

り
秀
炉
。
協
山
天
れ
：
間
も
マ
る
の
で
嘉
、
こ
の
矯
の
旅
絶
や
ハ
諜
か
夏
労
ρ
節
的
す
る
蒙
己
ひ
〉
s
て
ぐ
る
わ
け
て
す
e
l

始
’
り
＋
，
．
＿
　
e
　
E
　
．
畑
に
t
（
t
K
“
，
忙
の
時
編
纂
菖
さ
れ
な
い
よ
う
竹
．
運
。
1
（
’
”
七
。
頃
鍾
し
を
蓑
・
よ
つ
曇
人
れ
て
家
圃
・
毒
…
れ
・
す
・

い
雑
竹
鱈
の
故
植
白
今
か
ら
部
備
い
た
き
た
い
の
で
す
。
手
入
れ
の
初
期
は
先

し
亡
考
　
　
　
万
膓
（
藷
四
、
系
竹
a
’
i
l
）
を

て
さ
ら
に
認
識
寸
る
ぼ
味
玉
枝
討
K
林
内
を
整
囲
し
て
人
聞
が
吊
に
通
れ

し
た
い
．
又
製
炭
捜
術
に
っ
い
て
私
見
’
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
こ
う
す
る

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

で
き
ま
ダ
。
酷
酸
臭
ぱ
完
全
丙
火
の
以
上
げ
で
あ
る
の
C
市
分
操
作
し
た
い
も
　
i
1
1
1
1
1
1
0
E
t
i
付
）
　
g
，
g
．
ら
精
煉
口
を
開
け

一
前
か
ら
す
る
の
で
す
が
’
水
つ
ぼ
く
て
の
で
す
。
な
お
、
そ
の
ま
、
或
い
は
相
る
方
が
よ
い
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
」
三
点
に
つ
い
て
概
略
の
べ
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　亭
が
’
こ
れ
ら
は
折
角
炭
に
し
這
で
す
が
・
警
る
に
蕃
コ
寧
疑
の

　
こ
の
時
期
を
早
合
点
し
て
口
掛
け
を
の
を
わ
ざ
わ
ざ
灰
に
す
る
よ
う
な
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
操
作
を
行
う
こ
と
が
良
い
木
炭
拠
造
の

一

完
蓼
判
つ
た
2
突
。
の
口
三
疑
口
蘇
麟
纏
・
ッ
で
・
・
ま
菖
竃
下
さ

で
畠
し
な
く
と
も
と
云
う
の
が
私
共
看
れ
な
い
ち
手
が
・
覆
の
仕
巴
び
て
・
懸
の
中
期
＾
饗
・

半
日
位
s
か
け
て
操
作
を
終
る
の
が
よ
∫
楠
蝉
ほ
煙
突
口
二
七
〇
度
位
か
ら
か
一
に
ど
し
ど
し
供
せ
ら
れ
ま
す
よ
う
お
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
止
r
が
’
先
づ
煙
突
口
か
ら
開
い
た
　
s
め
t
ま
す
。

11］、
裏
．
・
糠
竺
磐
薗
欝
継
を
肇
に
」
げ
、
焚
口
も
次
　
s
二
、
≒
五
・
二
七

…
で
・
紺
竹
…
植
…
§
・
・
こ
…
・
織
凝
鷲
瑳
巡
．
感
．
．
古
そ
．
。
は
．
．
三
庭
ー
凝
‥
鷲
ぽ
．
ぼ
言
ー
≒
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
年
一
日
新
農
山
村
建
設
の
指
定
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

を
の
べ
さ

し毛
h
い
た
い
と
思
い
n
t
I
W
s
J
で
纂
の
天
れ
け
身
か
ら
ど
酉
萎
馨
嬬
欝
（
炭
胃
二

購
繋
群
‥
‥
鐘
轍
繊
議
籠
咽
ぽ
警
色
・
は
－

の
窯
で
訂
－
六
日
位
の
乾
燥
焚
が
必
嬰

で
あ
り
、
婆
口
を
介
分
絞
つ
て
、
反

グ
ル
ー
プ
ど
ん
ぐ
り

IJ
と
た
け
9
知
つ
て
・
ら
い
た
い
と
弘
い
兵
月
も
昌
5
良
禦
麗
い
た
し
た
箪
大
休
の
幾
抑
な
よ
う
蚕
り
輻
が
二
籔
杣
？
・
に
t
l
］
ん
で
い
る
．
巨
ス
ま
．
例
ぼ
し
た
．

思
い
ま
す
。
先
ず
禰
竹
林
に
つ
い
て
、
　
が
挙
が
る
と
云
う
こ
と
が
云
わ
4
1
ま
す
作
の
抱
川
線
と
も
云
う
ぺ
き
も
の
が
川
ツ
リ
が
来
v
す
。
こ
れ
が
艮
炭
設
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
別
代
村
の
森
林
血
積
は
約
八
、
二
な
が
こ
れ
は
次
の
よ
う
な
力
，
K
k
．
“
よ
る
て
参
り
ま
t
た
の
で
本
紙
を
か
り
て
売
根
小
に
な
り
斗
り
か
ら
星
非
援
を
允
一

馴翼
舗
撰
轄
わ
鰐
舅
。
か
§
羅
竃
卵
驚
謬
鶯
．
分
顯
冷
だ
籍
鱈
』

；

v
。
こ
の
国
罧
中
、
雑
罧
、
糠
栗
ー
ヒ
月
に
は
m
e
t
h
l
な
竹
に
な
つ
て
ら
び
に
K
村
製
炭
存
ド
墾
竹
下
栄
粟
る
と
慶
臼
莞
分
絞
つ
た
－
・
X
至

林
は
昭
和
三
一
午
初
め
の
澗
査
結
果
が
し
ま
い
＆
す
。
そ
し
て
4
7
の
継
は
冬
申
．
一
中
吉
栄
氏
の
絶
大
な
協
力
穿
い
た
だ
・
自
然
酋
火
す
る
よ
う
に
t
s
り
法
す
。
こ

111”H
ハ

町
つ
塁
村
に
億
蕎
殆
ん
嘉
動
・
ま
・
ん
が
、
苫
に
は
に
藷
で
宇
．
　
　
τ
・
覆
・
誉
と
が
藁
炭

稠
の
約
一
割
の
雑
竹
林
が
あ
」
た
わ
け

で
’
z
a
e
そ
れ
が
皆
様
ハ
僻
力
で
二
［
三
年

四
月

F
はM
一
I
，
町
が
残
つ
て
い
ま
ザ 耀
誘
懸
㎝
語
治
酬
額
”
購
廷
も
の
顯

六
1
し
月
に
な
り
＋
7
と
そ
の
貯
え
て
　
一
、
彪
侭
於
　
二
、
杵
火
三

池

水

寛

治

　　　　　　　　　　　　　　　　　ー
●
ー

私
共
の
心
理
的
及窺
塵
那
的
皇
亦
’
色
は
私
共
の
籍
・
璽
妾
昔
、
朋
暗
の
琵
か
・
明
る
s
色
を
多

く
独
立
し
た
特
徴
を
持
つ
て
い
ま
す
。

色
相
1
有
彩
色
を
赤
、
燈
　
資
、
緑
．

脊
、

£！）

六
色
に
大
き
く

分
け
色
相
と

い
oK
を
申
心
と
し

た
色
逢

す
0

は
色
味
の
哨
て
例
ズ
ぱ
緑
の
色
味
の
場
一
す
と
し
て
、
キ
ヤ
バ
レ
ー
等
の
宇
内
装
き
な
特
徴
L
・
J
、
黒
の
ガ
ウ
ン
等
は
ど
ん

　
る
色
と
、
お
し
静
め
た
り
す
る
性
臓
を
Φ
暗
く
見
せ
ま
す
。
異
は
消
概
的
な
色

一持
つ
て
い
才
づ
　
前
老
を
興
奮
色
と
肯
一
で
す
が
、
こ
の
消
極
性
の
淵
、
周
囲
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
色
を
引
き
立
て
ま
す
。
こ
れ
が
声
の
大

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

合
、
黄
緑
、
緑
、
青
緑
と
肯
う
ふ
う
に
一
飾
S
－
が
こ
れ
で
＋
p
。
亦
、
後
者
を
沈
静
．
な
容
姿
の
婦
人
で
も
実
し
く
引
き
立
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

購
芦
舗
舗
鷲
轄
蕪
控
雛
葵
鷲
曝
で
馨
縛
る
ど
ん

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
か
せ
、
静
め
て
く
れ
る
色
で
す
、
　
　
一
な
色
に
込
影
響
を
与
え
ま
せ
ん
が
、
若

問
度
ー
色
の
朋
る
さ
を
一
者
朋
る
い
白
一
勉
強
室
の
テ
ー
ブ
ル
掛
め
の
青
緑
は
限
一
し
明
度
の
低
い
灰
色
丈
の
生
地
の
服
を

か
ら
一
番
脂
い
鑑
い
く
つ
か
の
組
に
一
を
疲
か
れ
さ
せ
な
い
泊
に
も
廓
砧
色
を
曽
た
坦
・
台
、
静
か
な
池
ち
つ
い
た
感
じ

分
け
こ
の
朋
る
さ

の
糊
合
を

鰹
と
亘
群
る
謂
で
す
。
　
　
盲
な
り
ま
が
g
“
e
s
s
K
じ
手

い
、
明
る
い
色
を
明
度
が
商
い
、
陪
い
一
此
れ
ら
の
寒
暖
色
を
応
用
し
た
も
の
が
結
局
ベ
ル
ト
な
り
に
ア
ク
セ
ン
ト
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

駕
雛
鷲
霞
皇
設
鯨
凱
ひ
鰭
励
難
遜
闘
羅
鷲
額
硫
酬
胎
嶽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

現
す
の
に
理
想
的
な
背
景
と
な
る
色
で

の
割
合
キ
言
い
あ
ざ
や
か
な
す
ん
だ
色
・
服
詩
に
於
て
も
此
の
拳
が
官
え
る
と
思

を
杉
度
が
高
い
と
肩
い
ま
す
o

亦
、
色
彩
に
は
霜
に
関
遮
し
て
、
見
堰
に
於
け
繕
彩
色
に
つ
い
て
－

頂
す
．

私
共
の

ー
色
讃
難
鞠
詣
。
鋳
鞠
鍍
鰭
鑑
ぺ
（
璽
鯖
翼
な
い
禰
に
も
Q
K
．
E
i
l
r
l
h
に
も
立
派
に
色
と
し
て
一
X
L
e
c
t
s
’
　
N
少
の
胃
。
か
黄
と
か
多
少

た
人
に

暖
い
感髪
呈
る
竺
蟹
百
、
黒
、
g
霞
・
留
学
喧
・
は

p
と
涼
し
い
感
じ
を
与
え
る
色
（
寒
色
百
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
羊
術

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
色
彩
と
共
に
私
共
の
生
活
の
中
に
此
l

衣
剣
に
し
て
も
狭
具
、
日
用
品
そ
れ
ゼ
私
共
妃
色
杉
と
汗
う
も
の
を
も
っ
と
よ
4
1
か
ら
も
萸
し
く
鯛
和
し
続
け
て
行
く
・

堺
子
も
野
穿
も
み
ん
な
そ
れ
〆
＼
の
色
　
v
矧
り
、
う
ま
く
使
う
班
に
よ
つ
て
必
拳
と
思
い
ま
す
。

る
持
つ
て
い
・
す
・
舞
に
出
て
「
裟
稀
に
霊
切
な
膨
欝
と
一
色
＆
x
の
w
w
＿

実
し
い
野
山
、
そ
し
て
宕
も
、
海
も
、
一
旨
う
も
の
を
刃
え
私
共
の
生
活
を
も
つ
）

都
会
も
田
舎
も
眼
に
は
入
る
も
の
全
て
と
朋
る
V
楽
し
S
も
の
に
す
る
事
が
必
し
ま
し
て
、

が
o
r
し
s
色
の
習
で
す
。
私
共
は
そ
漂
憲
い
ま
。
　
　
に
於
s
て
、
知
つ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な

れ
ら

の
色
彩
に
よ
つ
て
明
る
く
楽
し
い

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

暖
色
は
燈
を
巾
心
に
亦
の
辺
り
か
ら
黄
先
づ
、
白
に
っ
い
て
－
；
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

の
辺
り
迄
⊥
寒
色
は
緑
冑
を
中
心
と
し
白
そ
の
も
の
は
、
白
の
持
つ
個
有
の
願

て
菅
緑
か
ら
宵
の
辺
り
迄
、
そ
れ
以
外
一
愉
と
し
て
は
、
沈
静
的
て
も
刺
戟
的
で

此
処
で
専
閥
習
塁
8
3篇
に

色の
で色
もを
明申
度間
が色
高と
け貫
れい
ば※
翻，
レ、　、

感中
じ開
彩も
還あ
繍り
にま
よせ
つん
てが
冷’
プと白

くの
も指
暖か
くれ
もた
な色

蔭
彩
の
話
穿
る
上
言
え
・
腎
れ
ば
暖
い
願
じ
を
与
え
奮
で
す
・
尚
白
に
・
碧
が
あ
つ
て

し
か
し
・
我
6
交
の
色
彩
誓
う
い
黍
に
つ
い
轟
単
に
説
朋
し
て
み
ず
．
亦
、
餐
、
曙
ど
ち
ら
に
関
諜
、
赤
味
、
農
と
帯
び
て
い
る
も

の霞
影
じ
て
く
る
考
で
記
り
霜
に
も
な
り
亦
暗
く
悲
し
い
気
持
に
・
の
藷
史
の
⊥
か
漏
め
て
。
。
た
い
患
。
。
す
．
私
共
の
周
囲
皇
い
方
が
冷
た
・
感
じ
ま
す
o

・

：

火
の
暴
纏
R
O
度
喜
れ
て
し
・
い
・
す
．
此
の
・
う
に
す
と
、
。
ん
ぐ
杓
の
実
で
r
f
’
v
A
N
R
。
と
し
て
蟹
。
れ
。
敬
は
藷
渠
例
x
x
’
冷
た
い
璽
・
（
オ
入
L
る
黍
蔭
に
舞
か
光
を
吸
修

｝し
て
も
明
る
い
色
と
暖
い
色
で
は
朋
る
一
の
で
す
。
白
は
力
を
完
途
に
反
射
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　I
色
で
あ
り
乍
ら
、
完
全
に
光
を
吸
撃

λ
亘i
f
，

1
馨
ξ
曇
》

i

す
の
で
ひ
き

立
つ
訳
で
す
。
灰
色
は
、

阻
の
よ
う
に
他
の
色
を
強
調
し
な
い
の

で
、
灰
色
の
背
鍛
に
よ
つ
て
そ
の
色
は

プ
ラ
ス
も
マ
イ
ナ
ス
も
し
な
い
訳
で
す

纂
籠
霞
鞍
瞬
誘
舗
雛
霞
竪
顯
ぽ
翼
翼
竃
竃
騨
一
劉
縫
鷲
竃
禰
霞
⑭
籠
籠
既
豫
び
川
。
て
考
．
た
い
と
踊
パ
竃
雛
鷲
ひ
き
た
て
る
効
果
を
持
つ
て
。
ま
＋
J
．
t
“
　
1
て
み
た
い
と
思
い
b
｝
6
i
．
e

m
u
l
t
l
S
U
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＃
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U
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S
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＝
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＝
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新
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方
長

　
　
　
そ

の

一

　
に
わ
と
り
の
人
工
授
哨
が

　
　
　
　
　
成
功
し
ま
し
た
。

　曇
類
の
人
－
授
情
り
衿
し
く
な
く

な
り
ま
し
た
が
’
＝
ワ
ト
リ
の
人
ー
授

精
は
’
て
の
生
叩
条
怜
が
複
雑
C
あ
る
た

め
に
、
ほ
と
ん
ど
不
可
崩
だ
ろ
う
と
い

わ
れ
て
き
法
し
た
。
と
r
う
が
滋
賀
咋

の
稠
鴻
揚
で

け
、
鷺
省
岡
摺
需
刑

の
助
け
を
か
り
し
研
究
に
研
泥
を
蝦
ね

た
結
輿
み
ご
と
に
，
ニ
ワ
ト
リ
の
人
」

授
精
に
成
功
し
3
ー
セ
。
二
7
1
ば
ア
メ

リ
カ
か
ら
輸
入
し
た
ニ
ユ
ー
ハ
．
ブ
シ

ャ
ー
桶
の
ニ
ワ
ト
リ
の
タ
マ
ゴ
を
β
薫

フ
化
さ
せ
、
そ
の
オ
ス
川
一
ワ
ト
リ
か

ら
と

っ
た
精
液
を
、
ロ
ッ
ク
ホ
ー
ン
の

メ
／
ド
リ
L
人
r
授
精
し
た
も
り
で
ヅ

が
、
　
百
じ
日
か
ら
四
月
耳
ま
J
に

四
十
九
個
の
タ
マ
ゴ
を
生
ま
せ
、
そ
の

う
ち
5
十
一
個
の
授
精
に
成
功
し
て
お

り
、
成
功
率
は
八
－
四
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
こ
の
人
ー
授
精
に
は
’
　
I
T

ワ
ト
リ
の
欝
条
仲
に
あ
つ
た
。
新
弊

明
の
器
具
を
つ
か
k
、
な
か
な
か
む
つ

か
し
い
技
市
奉
必
妙
と
p
る
よ
う
で
す

が
、
こ
の
成
功
は
今
後
の
ニ
ワ
ト
リ
の

品
項
改
良
に
大
き
な
1
9
割
り
を
果
6
も

の
と
し
ー
1
1
目
さ
れ
て
：
ま
t
s
）

　
　
　
そ

の

二

　
こ
れ
は
ま
た

　
　
　
夏
の
白
※
が
出
荷
さ
れ
ま
す

　
白
菜
と
い
え
ば
秋
か
ら
冬
、
に
か
け
て

の
野
ア
に
き
ま
つ
て
い
汁
つ
が
、
そ
の

白
菜
を
初
夏
の
五
月
パ
月
に
ど
っ
と
市

断
に
頑
り
　
ち
う
と
、
栃
木
唄
下
都
那

葵
田
村
の
農
家
が
張
り
き
つ
て
い
ま
す

　
こ
の
宇
節
ち
が
い
の
白
菜
裁
培
は
、

水
田
瓢
作
と

し
て
今
年
か
ら
本
格
的
に

は
じ
め
た
も
の
で
、
苗
は
こ
月
中
、
随

さ
き
に
つ
く
つ
た
温
床
で
そ
だ
て
あ
げ

lll月
中
ご
ろ
反
当
り
1
1
1
千
五
百
本
か
ら

四
千
本
ぐ

ら
い
の
割
v
本
田
に
移
植
し

ま

し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
ビ
ニ
ー
ル
栽
培

で
す
が
、
木
田
に
移
植
さ
4
1
た
も
の
は

命
が
か
か
っ
て
も
う
か
ら
な
い
、
と
い

う
の
が
、
獅
鋤
家
の
な
や
み
で
ポ
。

　
こ

の
間
題
を
解
決
し
た
人
が
．
島
根

県
大
原
郡
木
次
町
の
佐
藤
高
明
さ
ん
で

：

v
．
佐
藤
さ
ん
は
小
次
町
役
場
の
肇

浬
長
で
、
若
い
時
か
ら
微
牛
．
物
「
カ
ビ

」
に
興
味
を
も
ち
、
バ
油
、
み
そ
な
ど

の
カ
ビ

を
利
用
し
た
食
品
の
研
究
を
し

て
き
ま
し

た
が
’
こ
の
ほ
ど
一
応
の
自

ム
」
米
ヌ
カ
三
〇
貫
＝
一
t

ロ
」
程
度
が
配
合
の
コ
ツ
だ
そ
う
6
す

材
料
は
ノ
コ
ク
ズ
や
モ
ミ
ガ
ヲ
、
鴨
フ

ン

な
ど
も
い
い
そ
う
で
す
が
，
ノ
コ
ク

ズ
だ
け
は
タ
ン
ニ
ン
サ
ン
g
リ
グ
リ
ン

サ
ン
を
含
ん
で
お
り
ま
す
か
ら
一
度
煮

沸
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
エ
サ
を
、
米
ヌ
カ
、
麦
ヌ

カ
，
ト
ウ
モ
ロ
コ
ン
、
魚
粉
な
ど
に
三

　
　
　
人
r
好
ま

れ
使
わ
れ
た
色
は
白
と
只
で
先
づ
｜
無
彩
色
の
白
と
黒
、
有
影
色
か

二
五
キ

あ絡
哀
で
習
ま
す
が
・
れ
・
の
畠
、
赤
、
宵
、
緑
き
出
・
て
み
1
“
．
此
の
。
，
に
盟
に
。
つ
姦

　
　
　
色
は
恐
ら
く
こ
れ
か
ら
も
H
本
人
に
使
ま
し
た
が
’
此
れ
ら
の
六
つ
の
色
彩
は
腰
の
感
憎
の
艶
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。
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グ
ン
グ
ン
成
畏
し
四
月
は
じ
め
に
は
甲
■
分
得
た
の
で
、
近
く
買
伝
普
及
に
の
割
混
ぜ
て
与
え
ま
す
と
エ
サ
代
が
二
爾

く
も
結
球
し
は
じ
め
、
農
家
の
人
友
を

再
ば
せ
ま

し
た
ヒ
ニ
ー
ル
も
昨
日
今

H
P
で
に
と
り
の
ぞ
き
が
行
わ
れ
て
お

り
収
穫
期
は
今
月
方
か
こ
ろ
と
な
る
見

込
み
で
す
。
季
節
ち
が
い
の
珍
し
さ
か

ら

相
場
も
k
か
な
か
高
く
反
当
り
収
益

は
ま
ず
＋
万
円
は
確
実
と
い
わ
れ
て
お

り
ま
つ
。

　
　
　
そ

の

三

　
力
ビ
を
使
っ
た
ニ
ワ
ト
：
の
H
サ

　
　
　
一
石
二
鳥
養
鶏
家
の
福
琶

　
h
ワ
ト
リ
を
岡
つ
こ
6
’
、
r
サ
代
r り

出
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
佐
繍
さ

ん
の
方
法
は
、
コ
ウ
ソ
蘭
を
使
う
や
り

万
で
、
ワ
ラ
や
雑
草
、
落
壌
な
ど
を
わ

ら

切
り
で
細
か
く
小
き
ざ
み
に
し
、
そ

れ
に
米
ヌ
カ
と
コ
ウ
ソ
簡
、
水
少
斌
を

加
K
て
一
週
間
ネ
刀
せ
る
。

　
ヨ
る
と
六
十
度
ぐ
ら
い
の
熱
穿
出
し

同
時
に
カ
ビ
が
生
え
る
の
で
、
そ
れ
を

IT
ワ
ト
リ
や
豚
な
ど
に
あ
た
膏
る
。
し

い
う
簡
唯
な
月
決
て
P
。

　
コ
ウ
ソ
簡
は
材
料
百
付
、
三
し
土
ヤ

：
－
に
対
し
L
二
百
勺
「
七
五
〇
カ
㌦
．

伝
染
病
は
手
か
ら
口
か
ら

笙
｝藪

ー
セ
キ
リ
、
食
中
毒
に
注
意
ー

も
助
か
る
ぱ
川
り
で
な
く
．
こ
の
エ
サ

の
と
き
か
ら
生
育
し
た
ニ
ワ
ト
リ
の
場

合
は
、
府
気
に
強
く
躍
卵
期
間
も
良
く

年
閥
を
通
じ
て
六
1
し
制
の
西
卵
率
を

：

P
、
と
い
う
こ
と
で
8
。

　そ
ん
な
に
う
ま
い
こ
と
な
ら
胡
H
か
　
赤
痢
の
う
つ
る
経
蕗
は
手
指
か
ら
が

ら
で
も
，
と
思
わ
れ
る
で
し
よ
う
が
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
部
分
で
p
か
ら
’
食
事
前
、
用
便

一寸
待
つ
て
ド
さ
い
o
こ
の
r
サ
は
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
’
外
出
か
ら
帰
つ
た
援
は
必
ず
手

ワ
ト
リ
な
ど
の
ヒ
ナ
の
時
か
ら
与
’
ス
ん
一

と
久
敗
し
ま
つ
。
成
鶏
の
場
合
は
毎
日
　
を
洗
う
よ
う
に
し
宍
し
よ
う
。

少
し
つ
つ
や
つ
て
’
1
カ
月
ぐ
ら
い
な
⑨
欽
食
物
の
衛
生

ら

し
て
切
り
か
ス
る
こ
と
が
大
事
で
す
　
繁
団
の
赤
痢
や
食
申
覆
の
発
牛
は
、

　
　
　
　
　
　
　

広
報
資
料
よ

り
　
　
食
酌
の
取
披
い
が
肥
い
二
と
に
才
な

　
屠
さ
が
加
わ
る
と
共

に
こ
れ
か
ら

伝
染
胸
が

目
立
つ
て
来
注
す
。
夏

に
多
く
硝
件
す
る
セ
ヤ

リ
を
始
め
食
中
毒
、
H

本
脳
炎
の
予
防
に
々
鍵

を
期
し
ま
し
よ
う
。

①

手
洗
の
励
行

長
時
間
炎
天
ド
に
さ
ら
さ
4
1
る
こ
と

が
発
摘
の
勝
因
と
な
り
ま
7
’

夏
の
伝
染
病
予
助
は
例
と
い
つ
て
も

健
康
を
併
つ
こ
と
が
K
切
で
す
。

日
射
病
（
熱
射
病
）

学
校
職
員
の
異
動

　
　
　
　
　
（四
月
i
H
付
）

転
出
者

　
原
因
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
不
衛
生
な

醗鶉
醗
竃
舗
芦
蠣
舗
四
措
鑓
斎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
2
、
衣
服
を
ぬ
が
ゼ
、
風
を
送
つ
て
や
・
田
代
高

し
ま
し
よ
う
。

③
赤
雛
籠
蓼
・
竃
・
ぶ
つ
ー
∴

　に
は
え
、
ね
ず
み
な
ど
が
あ
り
ま
す
4
・
手
甲
を
つ
よ
v
こ
す
る
・
　
　
　
　
〃

　
ま
た
日
本
脳
炎
を
う
つ
す
の
は
蚊
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
’
呼
吸
が
弱
い
と
み
汗
ら
’
p
ぐ
人

　
す
。
は
え
と
リ
コ
ン
ク
ー
ル
や
ね
ず
　
ユ
呼
吸
を
p
る
。

　
み
や
蚊
の
駆
除
を
行
い
、
病
原
を
根
6
・
意
識
を
と
り
戻
し
た
ら
冷
た
い
水
田
代
小
へ

　
絶
し
ま
し
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
を
の
ま
せ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
”

④

暴
飲
、
暴
食
、
過
労
等
の
防
止
　
7
，
ブ
ド
ー
酒
や
ブ
ラ
ン
デ
ー
を
の
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃

　
セ
キ
リ
、
食
中
離
の
発
病
の
多
く
は
　
せ
る
。

　
暴
飲
暴
食
を
し
た
り
胃
魑
の
疲
れ
か
　
診
て
も
ら
う
ピ
は
円
科
　
　
　
　
　
大
原
小
へ

　
ら
き
ま
す
。
日
炎
脳
炎
な
戸
過
労
や
　
　
　
　
　
　
　
広
報
資
料
よ
り
　
　
大
原
中
へ

i田
代
小

　

〃
l｝
〃

一

田
代
中

宿
利
原
先
生

坂
口
先
生

小
梯
先
生

大
浦
先
生

天
野
先
生

脇
脳
先
含

大
根
占
へ

有
明
小
へ

退
職
玉
び
小
へ

大
川
内
中
へ

　
　
　
　

E
来
農
＃
K
高
へ

瀬
戸
口
先
芽
大
村
商
へ

竹
下
先
年
神
川
中
へ

活
曲
先
生

毘
W
偽
実
高
へ

転
入
者

哩
辺
撫
↑
一
大
根
占
小
よ
り

松
崎
フ
ミ
ヵ
　
粟
野
小
〃

上
園
尚
子
　
竹
ノ
浦
小

田
中

宏

新
卒

林
　
信
±
、
大
浦
中
よ
s

＿

禦
瀧
鱗
臨
鑑

色
彩
で
す
が
、
灰
臨
を
況
じ
た
色
彩
を

ト
－
ナ
ル
、
ヵ
ラ
ー
と
言
つ
て
’
婦
人

j
の
服
飾
に
広
い
適
応
師
囲
を
示
し
て
い

ま
す
。

亦
、
次
の
機
会
に
「
色
彩
の
配
色
と
闘

和
に
つ
い
て
」
と
色
彩
の
感
槽
そ
の
外

一模
様
と
色
彩
等
、
私
共
の
藷
と
美
術

一に
関
逮
し
N
も
の
を
私
共
の
グ
ル
｜
ブ

一

か
ら
此
の
欄
を
通
じ
て
脱
朋
し
て
行
つ

田
代
高
へ

　
〃〃〃〃

松
下
静
次

森
川
鈴
子

田
中
柳
子

新
内
唯
彦

松
山

健

巴
震
高

大
崎
高
よ
り

高
隈
分
校

新
卒

田
代
高
非
常

動酷
よ
り

一

◎
発
行
等
の
都
合
に
よ
り
、
お
く
れ
ま

し
た
ご
と
を
、
お
詑
び
致
し
ま
す
。
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